
 

令和７年度全建賞  推  薦  調  書 

 インフラ整備の事業又は施策の部（インフラの部） 
 

実施機関名（主事業の実施機関名） 石川県中能登土木総合事務所 

ふ   り   が   な    7さい 63ごう いっぱんこくどう 249ごう どうろさいがいふっきゅうこうじ 

1．事業 (施策 )の名称 ７災６３号 一般国道２４９号 道路災害復旧工事 

2．事業(施策)実施期間（和暦） 令和７年８月１２日 ～ 令和８年３月３０日 

災害枠で推薦の場合 
（災害発生日） 令和７年８月１２日  

（災害名）令和７年８月６日～８月１２日の豪雨 

3．事 業 費 (工 事 費 ) ４１０百万円 

4．キーワード 早期復旧、ＳＮＳによる情報発信 

5．事業概要 

 一般国道 249号は、中能登地域と奥能登地域を結ぶ重要なアクセス道路であるが、令和７年８月６日から 12日にか

けての豪雨により、道路全幅が崩落し通行不能となった。迂回路は大型車の通行に支障をきたすなど、早期復旧が望

まれ、24時間施工により令和７年９月12日に応急本工事が完了し災害発生から 1ヵ月の短期間で供用を実現した。 

 

6．アピールする事業又は施策の「手段」と「秀でた成果」 

ハード or ソフトの分類 

：該当する方に○印 
① ハード面 に秀でた事業 ② ソフト面 に秀でた取組 

アピールする 

１）「手段」 

（e）その他 

（ ） 

（ ） 

（ ） 

（ｃ）情報発信 

（ ） 

（ ） 

（ ） 

アピールする 

２）「秀でた成果」 

（a）当該事業による本来目的の効果 

（ ） 

（ ） 

（ ） 

（a）当該取組による本来目的の効果 

（ ） 

（ ） 

（ ） 

 

7．特にアピールしたい点 

■奥能登地域への重要なアクセス道路である「のと里山海道」が令和６年能登半島地震により大きな被害を受け、現

在復旧工事中であることからもう一つの基幹道路である一般国道２４９号へ交通量が大幅に増加しており、その重要

度が増す中、早期の復旧が求められた。 

■被災翌日には、被災原因と早期復旧工法検討ため学識経験者との協議、工事の支障となる電気通信事業者との調

整、国土交通省からの支援（投光器借受）など、関係機関と調整した上、早期復旧を図った。 

■工事進捗状況や迂回路図をＳＮＳ活用し情報発信することにより、周辺住民への心労軽減、当該区間を利用する

方々へ周知に大きく貢献した。 

 

 

 

 



 

 

8．事業を代表する写真及びキャプション 

    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

        応急本工事完成写真（上空）                応急本工事完成写真（正面） 

 

 

9．事業内容・添付資料〔特徴を示す写真、諸元(位置図、標準断面図、施策のﾌﾛｰﾁｬｰﾄ、ＰＩの方法 等)〕 

  一般国道 249 号は、中能登地域と奥能登地域を結ぶ重要なアクセス道路である。また、令和６年能登半島地震に

より復旧工事中ののと里山海道（自動車専用道路）が通行止めとなった際の迂回路としても重要な道路である。 

令和７年８月６日から 12日にかけての豪雨により道路全幅が崩落し通行不能となった。 

迂回路として県道及び市道を代替路線としたが幅員が狭い箇所、カーブが鋭角な箇所、地震後の地盤の緩みで大型

車が通行することにより振動が住宅まで影響するなど、物流や地域間移動、地域住民に与える影響は大きく１日でも

早く通行を確保することが最重要であった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

             位置図                             迂回路図 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

     被災直後（穴水町から七尾市街地方向）             被災直後（正面上空より） 
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9．事業内容・添付資料〔特徴を示す写真、諸元(位置図、標準断面図、施策のﾌﾛｰﾁｬｰﾄ、ＰＩの方法 等)〕 

■その他 

 能登半島地震から１年８カ月という復旧・復興が始まった中での被災であることから、地震前と比べ大型車の交通量

が増加していた。迂回路の沿線住民からは、大型車が通行する際の振動や騒音の影響が大きかったため、被災箇所

の早期復旧を求める強い要望があがっていた。また、能登地域の生活や産業を支える基幹道路であるため、１日でも

早く通行を確保すべく、被災翌日には被災原因を踏まえ同様実例がある平成19年能登半島地震時の採用工法等（補

強盛土工）を学識経験者と協議、電気通信事業者との調整、国土交通省からの支援（投光器の借受）など、昼夜問わ

ずの 24時間施工を実施した結果、被災からわずか 1ヵ月後の令和７年９月12日に通行が可能となった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

               平面図                                 標準断面図 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

              施工時の状況                      施工時の状況（夜間） 

■情報発信 

 早期着手のため、地元、迂回路の沿道住民への説明会及び案内文の配布を実施した。 

また、日々の復旧状況を石川県道路整備課、中能登土木総合事務所の Xを利用し、地元住民の方々や当該区間を

通行する方々への周知することにより、多くの方から復旧作業に対する感想やねぎらいの言葉をいただいた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

        石川県道路整備課より発信状況               中能登土木総合事務所より発信状況 

 

 

至 

七
尾 

至 

穴
水 

災害復旧延長 L=67.4m 

H=10.8m 

m 
補強盛土工 


